
MACF礼拝説教要旨 
2024年 11月 10日 
 
「わたしのために祈ってください」 
 
ヘブライ人への手紙13章 17-19節 
17指導者たちの言うことを聞き入れ、服従しなさ
い。 
この人たちは、神に申し述べる者として、あなた
がたの魂のために心を配っています。 
彼らを嘆かせず、喜んでそうするようにさせなさ
い。そうでないと、あなたがたに益となりません。 
18わたしたちのために祈ってください。わたした
ちは、明らかな良心を持っていると確信しており、
すべてのことにおいて、立派にふるまいたいと思
っています。  
19 特にお願いします。どうか、わたしがあなたが
たのところへ早く帰れるように、祈ってください。 
＊＊＊＊＊ 
ヘブライ人への手紙を書いた著者は数節前のとこ
ろに「7 あなたがたに神の言葉を語った指導者た
ちのことを、思い出しなさい。彼らの生涯の終わ
りをしっかり見て、その信仰を見倣いなさい。」 
と書きました。 
そして、17節には「指導者たちの言うことを聞き
入れ、服従しなさい。この人たちは、神に申し述べ
る者として、あなたがたの魂のために心を配って
います。彼らを嘆かせず、喜んでそうするように
させなさい。」と書いています。 
私達の多くは、どこかで誰かに聖書のことを教え
られ、イエス様の救いについて教えられて 
今があります。 
いろいろな指導者、牧師、伝道師たちによって教
えられ整えられてきました。 
そういう人たちのことを思い出し、信仰について、
生き方について見倣うように、また従うようにと
勧めているのです。 
 

それは牧師や指導者があなたのことを神に祈り、
あなたの霊的な状況について心に留めて 
いるからです。それらの人たちが愛をもって誠実
に神様に貴方がたのことを祈ることができるため
にも「平和な心」「支援的な心」でいるようにと勧
めています。 
あなたの人生の中で出会った指導者、牧師たちの
ことを覚えていますか？ 
神様にその人達について感謝の祈りを捧げたこと
がありますか？ 
 
さて、ある人たちは「牧師に従う」という言葉に反
発を感じるかもしれません。 
牧師が自分たちの霊性についてよりも、教会員の
増減や献金額の増減に心が向いていると感じさせ
てしまったり、意見の対立を批判され、高圧的な
態度に違和感を感じたことに起因しているかもし
れません。 
牧師の一人として大変申し訳なく思います。 
 
牧師に従う心を持てるのは「神の言葉」を継続的
に誠実に伝えている姿勢が顕著で、居丈高になら
ず仕える姿勢で他者の心に寄り添い、祈っている
ことがわかったときかもしれません。そういう指
導者に出会うことができている人は幸せだと思い
ます。 
 
わたしは、そういう指導者になりたいと心から願
っています。しかし、果たして、私がそういうふう
になれているかどうかは、神様にお会いして申し
開きをするときまで簡単にはわからないように思
います。 
 
さて、従うに値する指導者の資質としてもうひと
つのことを書いておきます。 
18わたしたちのために祈ってください。わたした
ちは、明らかな良心を持っていると確信しており、
すべてのことにおいて、立派にふるまいたいと思



っています。  
19 特にお願いします。どうか、わたしがあなたが
たのところへ早く帰れるように、祈ってください。」 
と書かれていますが、「祈ることを教え、また要請
できる」指導者です。 
自分の弱さを知り、謙遜だからこそ祈りの要請が
できるのだと思います。 
「あなたの祈り」が「指導者への神様からの支援
と慰め、励まし」に通じるのです。 
これ以上大きな励ましはありません。これは実に
大きな「信徒の奉仕」でもあります。 
 
ただ、私の実感としては「祈ってください」と要請
しても、それは牧師の謙遜からではなく「献金の
要請」とほぼ同義語だったりすることが多いよう
に思えることがあります。 
誠実なやり方は、最初から正直に「捧げてくださ
い、支援してください」と要請したら良いのでは
ないかと思います。 
 
「わたしのために祈ってください」と私があなた
に伝えたとき、私の言葉は単純に「全能の神様に
しっかり私が守られるように祈ってください」と
いう意味で伝わっているなら本当に嬉しく思いま
す。神様からの支援、応援、神様からの介入や助け
こそ、私の役割の実行のために必須であり、私の
職務をまっとうするために最重要なことだからで
す。 
もちろん、祈りながら神様によって促されて「献
金やその他の支援」で心が動き、形として実行さ
れることは素晴らしいことです。 
牧師にも教会にもさまざまな支援は必要ですし金
銭的な支援も必要ですので。 
日本人の性格といいますか「お金のことを持ち出
すのははしたない」と感じている方々も多くおら
れますので献金の要請は思っているほど簡単では
ありません。 
 

しかし、献金、物資の支援とは全く別なこととし
て、実際に神様と向き合って、牧師のため、教会の
仲間たちのため、それぞれの家族友人のため、ま
た教会の運営と継続のために祈りの時を持ってい
ただきたいのです。 
 
実は初代教会は、名もなく貧しく、捧げるお金も
品物もなにもないような人たちの「祈りの輪」そ
のものだったのだと思います。彼らには会堂もな
く、手に取る聖書もありませんでした。イエス様
のことを直接知っている人や言葉で聞いて教えら
れたことを思い出して分かち合い救い主の恵みと
愛と助けを祈りあったのです。それが教会の原点
です。 
その時代、聖歌隊も講壇もピアノもオルガンも牧
師さえいませんでした。 
でも、彼らは教えてくれた人たちの導きにしたが
って祝福を「祈ること」「祈り合うこと」は実体験
として知っていたのです。 
 
信頼関係を形成するための基礎なのだと思います。 
「祈りを要請し、自らも他者のために祈る」とい
う日常こそ、健全な教会と教会の仲間たちのため
に必要な出来事なのだと思います。 
尊敬に値する指導者はそのことの大切さを知って
いる人、まさに、祈りを要請できる人でなければ
ならないでしょう。 
 
＊＊＊＊＊＊ 
MACF礼拝映像は 
https://youtu.be/sggbN9QXx5o 
 

https://youtu.be/sggbN9QXx5o

